
（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進～道路におけるデジタル化～
県土整備部
道路企画課 電話2739
道路管理課 電話2675

○ 平常時や災害時におけるAIカメラ等による観測体制の拡充

安全で円滑な通行を確保するため、AIカメラ等の設置（１００箇所）を計画的に推進中

令和３年度まで：
AIカメラ ：１０箇所
CCTVカメラ ：２０箇所
民間カメラ ：１８箇所
合計 ：４８箇所

令和４年度：
平常時・災害時の重なる箇所に設置
AIカメラ：１０箇所
（合計：５８箇所/１００箇所）

令和５年度：
災害時の観測箇所に設置
CCTVカメラ ：１３箇所

（合計：７１箇所/１００箇所）

AIカメライメージ

CCTVカメライメージ

交通量
観測装置

災害時の異常検知

緊急輸送道路等

冠水危険箇所

積雪危険箇所

交通量の常時観測

主要渋滞箇所

観光地

ＩＣアクセス道路等

平常時 災害時

重なる
箇所

ーカメラ設置の考え方ー

ー全体設置数１００箇所の内訳ー

平常時・災害時の
重なる箇所

45箇所

災害時の観測箇所

50箇所

平常時の観測箇所

5箇所

（設置済：３箇所） （設置済：31箇所）

（ 設置済：24箇所
→ 令和5年度:13箇所追加 ）



（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進～道路におけるデジタル化～
県土整備部
道路管理課 電話2677

AIによるひび割れ率計測

路面状況のデータベース化
（帳票・地図表示）

車載カメラ ＧＰＳ撮影

路面の凸凹状況を自動判定

路面性状調査システム

ＡＩ路面標示劣化検知システム

○ ＩＣＴを活用してインフラマネジメントの強化・効率化を推進

令和４年度
システムの実証試験着手

令和５年度
システムの本運用開始

令和６年度以降
システム本運用、システム改良

スマートフォン振動検知ア
プリ

路面状況のデータベース化
（帳票・地図表示）

車載カメラ ＧＰＳ撮影

AIによる路面標示の
抽出・劣化状況の判定

連
携

メンテナンスのデジタル化に
より、道路管理の強化・効率化

路面性状調査の省力化
（新システム導入検討）

「ＡＩ路面標示劣化検知システム」
の活用により、
・剥離度調査の省力化
・適切な引き直し計画の策定

さらに、
「路面性状調査システム」
の導入により、
・路面性状調査の省力化
・路面標示と舗装の状況を
一体的に把握することで、
コストを考慮した、適切な
維持管理計画を策定

路面標示の剥離度合を判定・記録するシステム

舗装のひび割れ、凸凹の度合を判断・記録するシステム



令和４年度末設置済 57箇所

令和６年度以降設置予定 33箇所

令和５年度設置予定 12箇所

重点監視箇所に
危機管理型水位計
と簡易型河川監視
カメラを設置

（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進～河川におけるデジタル化～
県土整備部
河川課 電話2682

○ 洪水時の水防活動に必要な情報をリアルタイムで把握するとともに、洪水時の危険性や切迫感を沿川住民に伝え、

適切な避難判断を促すため、危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの設置を計画的に推進

簡易型河川監視カメラ危機管理型水位計

水位や画像は「川の水位情報」で確認

水位を確認する時は

をクリック！

画像を確認する時は

をクリック！

通常時

令和８年度末までに 102箇所

住民の方々
は避難時期
の判断材料
に活用

早期避難を
促すため、
切迫性のあ
る画像を提
供

アイコン表示の例

洪水時

5分毎の水を表示



（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進
～生態系を活用した防災・減災対策～

県土整備部
県土整備総務課 電話2762
技術管理課 電話2918

○ 地球温暖化を防止・適応していくために、グリーンインフラ（Eco-DRR）を積極的に導入

（２） グリーンインフラの整備

令和４年度：５工種で県産木材の使用を原則化
工事案内看板、木製ガードレール、仮設防護柵工、公園施設工、植栽支柱工

令和３年度：公共土木施設の県産木材利用５か年計画を策定

適用工種について県産木材の使用を原則化

令和７年度：２０工種への適用を目標

（１） 公共工事への県産木材の活用

順
次
適
用
工
種
拡
大

Ｒ５追加工種：木製デリネーター

（他県事例）

Ｒ４実績：木製ガードレール
（国道311号：熊野市内）

令和５年度：新たに５工種を追加
階段工、木製デリネーター、バリケード、土留工、残存型枠工

Ｒ５追加工種：階段工

（他県事例）

Ｒ４実績：工事案内看板
（二級河川三滝新川：四日市内）

気候変動による災害リスクの増加や都市化による
雨水の貯留機能低下が課題となっており、
雨水の一時的な貯留やゆっくり地下へ浸透させる
効果を持つグリーンインフラの整備が必要

令和３年度：試行導入の開始 （伊賀市内 県道１箇所）
令和４年度：試行導入箇所の拡充（津市内 県道等5箇所）

令和５年度：
① 試行導入箇所や工種の拡充・検証

（北勢中央公園等）

② グリーンインフラ官民連携プラットフォーム等に

参画する市町と連携し、面的な展開を検討

雨水浸透側溝（津市）



津（県道津関線、
県道津停車場西線）

鈴鹿（鈴鹿フラワーパーク）

熊野（県道小船紀宝線
飛雪の滝キャンプ場）

尾鷲（県道三戸紀伊長島停車場線
・国道422号）

桑名（多度川河川敷） 四日市（県道四日市楠鈴鹿線） 四日市（県道四日市多度線）

津（県道津停車場西線）鈴鹿（県道四日市鈴鹿環状線） 津（県道上浜高茶屋久居線）

本庁（県道津関線） 志摩（国道260号）

志摩（県道鳥羽阿児線
面白展望台）

松阪（国道166号
道の駅飯高駅周辺）

伊勢（国道166号
五ヶ所浦児童公園）

主な取組状況 ： 鈴鹿フラワーパーク＋県内１５箇所で実施
約１，１００名の県民の皆さんに参加いただきました！

（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進 ～空間のグリーン化～
県土整備部
道路管理課 電話2675

○三重県らしい美しい道路空間をめざし、道路等のグリーン化をメリハリつけて推進

景観等に
配慮する
道路

その他道路

交通安全・
防災等

に配慮する
道路

 景観計画に位置付けられた道路
 観光地周辺の道路
 賑わいを創出する道路
 地域の緑花活動の場となる道路

 通学路、緊急輸送道路
 郊外、山間部の道路

樹木の撤去・間引き・樹種の変更

（１回/年の剪定を基本、街路樹剪定士の活用）

（強剪定：0.5回/年以下）

地域の緑花活動やまちづくりの方向性
を踏まえて柔軟に対応

地域の理解を得ながら段階的に実施

令和４年度：「みえ花と絆のプロジェクト」の展開
 「県民の日」のメインイベントとしての一斉実施

 道路以外の公共空間への展開

 SNS等での活動の発信

管理目標樹形にあわせた剪定

（２）地域協働による緑花空間の展開

プロジェクトのさらなる展開と住民参画の制度の見直し

参加人数の増加をめざす

（１）街路樹のメリハリのあるマネジメントの導入

美しい道路空間をめざし、街路樹の剪定等のメリ
ハリをつけた維持管理を推進

🌳 令和４年３月 三重県街路樹マネジメント方針の導入

🌳 花とみどりの三重づくりに向けた県議会での検討

伊賀（県道上野大山田線）



港湾関係者との協議、連携、情報共有

県土整備部
港湾・海岸課 電話2691（３）デジタル化（DX）、グリーン化（GX）の推進 ～港湾の脱炭素化～

○港湾の脱炭素化をめざし、重要港湾におけるカーボンニュートラルポート形成計画の策定に向けた取組を推進

2050年までに港湾における
温室効果ガスの排出をゼロ
にするカーボンニュートラル
ポート（ＣＮＰ）の実現をめざ
すための形成計画を策定

策定のイメージ

尾鷲港

・４月 第１回本部会議

令和６年度末
• カーボンニュートラルポート
（CNP)形成計画策定

•活性化の取組プロジェクト作成
※可能なものから着手

・モデル港湾の抽出

・基本方針の策定令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

重要港湾においてＣＮＰ形成計画を策定

※本部会議を適宜開催

・関係者ヒアリング実施など

・関係者との対話・協議

カーボンニュートラルポート
形成計画の目的

カーボンニュートラルポートのイメージ 出典:国土交通省

津松阪港

三重県港湾みらい共創本部におけるカーボンニュートラルポートの取組

形成計画の策定に向けたスケジュール

・12月 第２回本部会議

・方針案の検討

・関係者との対話・協議など

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度


